
決算書掲載頁　P207

内
訳

災害時の消防活動に対し、万全の体制で対応できるよう、日常から施設・設備の整備及び維持管理に努める。

施設、車両及び資機材の計画的配備と保守、修理。

貢
献
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性

消防施設・設備を充実する消防・救急救
助安全安心都市

施
策
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大
綱

消防本部警防課

事業： 消防施設・設備整備管理事業 0474
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根

拠

A

消防力の維持、向上に努めた。

A

防火水槽、消火栓や、消防車両の整備や資
機材のメンテナンスをすることで、消防力の向
上を図り、災害時の活動に万全の体制で臨め
た。

A

A

A

目

標

各種災害対応のための施設、車両、資機材、消防水利を計画的に整備するとともに、万全の維持管理に努める。
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事業費 77,384
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所管課

消火栓、防火水槽等消防水利や訓練施設等の保全。
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細事業：消防施設・設備管理事業 05事業
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再任用職員数

7

直営 昭和64年度以前 消防法第２０条

河内長野市民

早期補修による耐用年数の延長。
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消火栓、防火水槽等消防水利及び訓練施設等の点検、補修。
目

標

一人あたり
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事業：消防施設・設備整備管理事業                                

 消防は多くの施設・車両や資機材を保有し、各種災害に対応している。近年は災害が多種・多様化し、また、大

規模化、複雑化しているため、消防水利の確保、訓練設備や消防車両の近代化、消火資機材、救急資機材、救助資

機材の高度化を図り、計画的に整備し、購入を行っている。また、消防水利などの施設や車両、資機材の保守管理

に努め、有事の際に備えた。 

 

 

     

 

 

 

細事業：消防施設・設備管理事業                                

 消防は緊急時に備え消防水利として、消火栓２，０４４基、防火水槽２７２基、また、職員の訓練施設として、

北出張所に訓練塔を保有している。それらを計画的に修理し、常に使用できるよう維持管理に努めている。主に防

火水槽の周囲にある侵入防止用フェンスの修理や、道路上にある消火栓や防火水槽の黄色の塗装、標識などの取替

えを行った。 

 

  

道路上にある消火栓の蓋の周囲に黄色塗装              消火栓標識 
 


